[image: image1.wmf][image: image2.wmf]

千葉市中央区弁天２－１４－３　ＴＥＬ０４３－２８７－１４９７　ＦＡＸ０４３－２５４－６６４１

　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail　ｕｅｎｏ＠ａｔｈｅｎａ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ　　　　　　　　　

平成21年度は、昨年のねんきん特別便の結果をもとに、厚生年金・国民年金の被保険者に、ねんきん定期便が誕生月に送付されてきます。昨年特別便に回答された方で、今回の記載事項に誤りがない方は、返信の必要はありません。特別便に回答をしていない方、記載事項に誤りのある方は、同封されている「年金加入記録回答票」にご記入いただき、ご返送ください。
ねんきん定期便には、以下の事項が記載されています。

～ねんきん定期便記載事項～
１．年金加入期間
(加入月数、納付済み月数等)
２．年金（見込み）額

　①５０歳未満の人

　　これまでの加入実績にもとづいて計算された年金額。（今後の加入実績の増加に伴い、将来うける額はこれより増加します）
　②50歳以上の人

　　「ねんきん定期便」作成時点での加入制度に引き続き加入した場合の年金見込額。
　　※国民年金の被保険者：現在免除制度を利用している人は、60歳まで利用したとして、その他の人は保険料を納めたものとして計算
　　※厚生年金保険の被保険者：現在の標準報酬月額・標準賞与額で、60歳まで加入し続けたとして計算
　　すでに年金受給中（全額支給停止中を含む）の人には、年金見込額は通知されません。
３．保険料納付額（被保険者負担分累計）

４．年金加入履歴

　　①加入制度名

　　②お勤め先の名称
　　③資格を取得した年月日

　　④資格を喪失した年月日

　　⑤加入月数

５．過去のすべての厚生年金保険の標準報酬月額・標準賞与額と厚生年金保険料納付額の月別状況

６．過去のすべての国民年金保険料の納付状況（納付・免除・未納等の別）
　現在の記録に誤りがあると思われる人、他の記録と結び付く可能性が高い人には、ねんきん定期便がオレンジ色の封筒で送られてきます。封筒の色にもご注意ください。
平成22年度以降は、35歳、45歳、58歳に該当する人は上記の内容が更新されて送付されます。

それ以外の方は、

上記「１．」～「3．」→更新したもの

上記「５．」～「6．」→直近１年分

が送付されてきます。
社会保険に加入している人が私傷病で４日以上仕事を休み、給料を受けられないと、４日目から賃金の約２/３を支給する制度があります。傷病手当金といいます。
以下の４つの条件を満たした時、支給開始から１年６ヶ月以内で支給されます。(途中で出社があっても)
①病気・けがで休んでいること～自宅療養でも構いません。

②仕事にでられないこと～今までより軽い仕事についたり、半日出勤している場合は認められません

③４日以上仕事を休んでいること～病気やケガにより仕事を休んだ日が連続して３日間（待期）あったうえで、４日以上休んだ場合に、４日目から支給が開始されます。

④給料を受けられないこと～給料を受けていても傷病手当金の額より少ない（給料の2/3以下）場合、差額が支給されます。

－傷病手当金申請のポイント－

ア.労務不能であった日ごとにその翌日から２年間で請求権の時効となります。数ヶ月まとめて提出することも可能ですが、本人（被保険者）の生活を保障するという考えから毎月給与の締日で区切って申請することが多いです。

イ.傷病手当金を受給している期間も社会保険料は発生します。休職期間中の社会保険料について、あらかじめ話しておくのがよいでしょう。

ウ.傷病手当金申請後入金までは、おおよそ１～２ヶ月かかります。

エ.退職の日の前日までに、被保険者期間が１年以上あり、退職前にすでに傷病手当金の支給を受けている場合は、退職後も継続して傷病手当金を受けることができます。
Ｑ＆Ａなぜなにどうして？
Ｑ；私は63歳の会社役員です。年額78万円の老齢厚生年金をもらえるのですが、報酬が高いため現在は全額支給停止になっています。このたび、報酬を20万円に変更する予定です。今後年金は支給されるのでしょうか？
Ａ；老齢厚生年金の受給者が勤務先で厚生年金保険に加入すると、受給中の年金の一部または全部が支給停止となることがあります。支給停止となる額は、年金の「基本月額」と、標準報酬月額と標準賞与で決定される「総報酬月額相当額」の合計により決まります。

Ａ＝基本月額：老齢厚生年金基本額÷12
Ｂ＝総報酬月額相当額：(当月の標準報酬月額＋当月以前１年間の標準賞与額÷12
　年金月額と標準報酬月額により支給停止額は以下のようになります。

①Ａ＋Ｂ≦28万円

→年金は全額支給され、支給停止はない

②Ａ≦28万円かつＢ≦48万円

→支給停止月額：(Ａ＋Ｂ－28万円)×1/2
③Ａ≦28万円かつＢ＞48万円

→支給停止月額：(Ａ＋48万円－28万円)×1/2＋(Ｂ－48万円)
　今回の場合、
Ａ+Ｂ=6万5千円+20万円≦28万円
上記①に該当しますので、年金は全額支給されます。
役員報酬が変更になり３ヶ月経過後、随時改定の手続を行い、標準報酬月額を変更します。

　従って、年金の支給は給与を改定して４ヶ月目からです。
※以上があてはまるのは60歳～64歳まで。65歳以上は次号。
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傷病手当金とその手続き








ねんきん定期便について





　夏期の服装のときは、ネクタイを外させていただくようにしました。よろしくお願いします。
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　夏期の服装のときは、ネクタイ、上着を外させていただくようにしました。


よろしくお願いします。
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